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丸徳グループ各社従業員の皆様
毎日の業務、ご苦労様です。

今月の記載内容は・・・

・高速道路での逆走が起こる原因！

・子供たちを交通事故から守るために！

・交通ヒヤリハット（郊外での運転）

・愛知県警からのリーフレット4月

2025年4月



高速道路における逆走の発生状況

逆走行為の年齢は、約7割が65歳以上

逆走の約6割は、インターチェンジとジャンクションで発生

通り過ぎてしまった

出口や行きたかった

ルートに戻ろうとして

逆走するケース

高速道路で逆走をした場合の死亡事故率は

通常の事故の15倍〜40倍



逆走が起こる原因とは?

一方通行であるはずの高速道路で、なぜ逆走が起こってしまう
のでしょうか。

① 故意による逆走
逆走を起こす運転手は約7割が65歳以上。
故意による逆走はその半数が65歳未満の運転手による
ものです。

② 過失による逆走

逆走と分からず、不注意で逆走してしまう人が全体で
最も多くなっています。38％が過失によるものです。

③ 認識のない逆走

9割が65歳以上の運転手によるものです。

故意 ：逆走であることを認識した上で走行

過失 ：逆走であることを認識せずに走行

認識なし：逆走を終えた時点でも、逆走していたという

認識ができていない走行



もし逆走をしてしまったら

逆走をしてしまう可能性は誰にでもあるのです。

逆走していることに気付いたら

車内に乗ったままの通報は事故に巻き込まれる可能性大。
安全な場所に止まり、慌てず通報しましょう。

まとめ

・逆走は概ね2日に1回の割合で起こっている
・逆走の約7割は65歳以上の運転手によるもの
・高速道路でのＵターンや後退による逆走は絶対にＮＧ
・自分が逆走してしまった時や逆走車を見かけたら
安全な場所から通報

自分自身が逆走をしないようにすることは当然ですが、
気付かず逆走してしまったときや逆走車を見かけたとき
には、焦らず落ち着いた行動を取ることが大切です。



子供たちを交通事故から守るために

交通事故による小学生の死亡重傷者数をみると、
低学年（１、２年生）は歩行中の交通事故が多く、
高学年（５、６年生）の約３倍になります。

◆低学年児童の交通事故が多い時間帯と月

◆低学年児童の交通事故が多い時間帯と月

歩行者優先である横断歩道で起きた死傷事故が
全体の約３割を占めています。



◆ 子供の行動特性・特徴を理解する

・学校を中心とした半径500m内のスクールゾーン、
生活道路の区域を示す、子供が多い場所。

・子供は大人より目線が低く視野が狭いため、
接近してくる車の速度や距離感を把握できない。

垂直方向
大人 約 120度
子供 約 70度
狭い範囲しか見えていない



交通 ヒヤリハット

郊外の道路を前車に続き走行
している。

動物が飛び出てきて驚いた
前車が急ブレーキをかけたの
で追突しそうになった。

ヒヤリ：郊外での運転

ヒヤリ

状況

つい速度を上げてしまいたくなる状況ですが、予期せぬ事も起こります。
車間距離と安全速度は運転の基本になりますので、忘れず安全運転
を心掛けましょう。
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